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「
風
の
吹
き
荒
れ
る
夜
更
け
の
井
の
頭
公
國
を
抜
け
て
や
っ

と
禰
り
着
い
た。
生
垣
の
ヒ
バ
の
匂
が
な
つ
か
し
か
っ
た。」

（
回
想
の
太
宰
治
／
著三
津
島
美
知
子
よ
り）

(

Iii
)
 

古
本
カ
フ
ェ

フ
ォ
ス
フ
ォ
レ
ッ
セ
ン
ス

東
京
都一＿一
尼
市
上
連
雀
八
丁
目
四＇＿
ロ
マ
ネ
ス
ク

[
ア
ク
セ
る
小
田
急・
京
王
バ
ス
＿―-
臨
警
察
署
前・
三
鷹

市
役
所
前・
上
連
雀
8
丁
目
か
ら
徒
歩＝一
分

太
宰
治
フ
ァ
ン
が
経
営
す
る
、
三
鷹
市
で

開
業
二
十
四
年
の
古
本
カ
フ
ェ
。

太
宰
作
品
の
初
版
本
や
太
宰
が
住
ん
だ
ア

パ
ー
ト・
碧
雲
荘
の
タ
イ
ル、
太
宰
関
連
の

ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
囲
ま
れ
て
、
太
宰
を
深

く
感
じ
ら
れ
る
空
問
と
な
っ
て
い
る。

店
内
の
古
書
は
販
売
し
て
お
り、
喫
茶
利

用
の
際
は
自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
る。

（
一

部
非
売
品
あ
り）

私
は、
こ
の
世
の
中
に
生
き
て
い
る。
し
か
し、
そ
れ
は、

私
の
ほ
ん
の一
部
分
で
し
か
無
い
の
だ。

同
織
に、
君
も、
ま
た
あ
の
ひ
と
も、
そ
の
大
部
分
を、

他
の
ひ
と
に
は
全
然
わ
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
生
き
て
い
る

に
違
い
な
い
の
だ。

（
グ
ッ
ド・
バ
イ
掲
載
ヲ
ォ
ス
フ
ォ
レ
ッ
セ
ン
ス」
よ
り）

大
学
院
修
士
課
程
に
て
太
宰
治
を
研
究口

作
家
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
「
キ
ャ
ラ
化」
に
着

目
し、
国
内
外
の
学
会
で
研
究
成
果
を
日
本
語・
英
語
の
双

方
で
発
表。

卒
業
後
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
家
と

し
て
観
光
庁
の
各
種
事
業
に
従
事。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
背
景
に
哀
打
ち
さ
れ
た
日
本
の
歴
史・

文
化
へ
の
洞
察
力
を
武
器
に、
質
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作・
編
集
を
手
掛
け
て
い
る。

太
宰
の
故
郷
五
所
川
原
市
へ
の
聖
地
巡
礼
も
経
験
済
み。

（；

；
）
 

ジ
ェ
イ
リ
ー
ン

ラ
タ
ー
ナ
ス
氏

フ
ォ
ス
フ
ォ
レ
ッ
セ
ン
ス
を

起
点
に
広
が
る
青
森
の
物
語。

五
所
川
原
市
と
中
継
を
結
び、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
斜
陽
館
を

文
化
に
触
れ、

人
と
つ
な
が
る。

青
森
を
身
近
に
感
じ
る
時

お
楽
し
み
く
だ
さ
い。

(

Iii
)
 

Q
R
コ
ー
ド
よ
り
W
E
B
申
込
フ
ォ
ー
ム

ヘ
ア
ク
セ
ス
頂
き、
必
要
事
項
を
ご
入
力

の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い。

※
参
加
者
の
確
定
後、
令
和
八
年
三
月
十
日

図
頃
ま
で
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す。

(
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二
月
二
十
六
日
固
S
三
月
ハ
日

■
主
催
／
青
森
県

■
問
い
合
わ
せ
先（
企
画•
運
営）

株
式
会
社
サ
ン
ブ
ラ
ッ
ソ・
エ
イ
テ

6
0一
七＇
七
六
二
，
七
01
0

Ma
i

l
 
:
 

yosh
i

ma
tsu
@san,
braze.
co
m

受
付
時
間
月
1
金
曜
日
九
時
1
十
八
時）
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